
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２８年度 第４号（平成２９年３月発行）  Ｖｏｌ.１５ 

発行：喜多方市市民活動支援センター 

 

 2017 年全労済地域貢献助成事業  
  

対象分野 保健・医療・福祉、社会教育、まちづくり、

環境保全、子どもの健全育成、農山漁村・中

山間地 
応募期間  3/22（水）～4/5（水）※必着 

問い合せ  全労済 

https://www.zenrosai.coop/ 

zenrosai/csr/joseijigyou.html 

       

イベント情報 

きたかた自然探検隊 

～喜多方の水資源を訪ねる親子バスツアー～ 
 

喜多方ホタル夢づくり会の協力を得て、喜多方の

水に関するスポットを巡り、水資源や森林、水生

生物、昆虫について学びます。 

 

・3／12 (日) 9：00～14：00  

・喜多方市厚生会館第 1 会議室 集合   

・参加費無料（事前申込みが必要） 

・問／NPO 法人 

喜多方市民活動サポートネットワーク  

   ☎0241-22-0603 

 

※他にもございますので 

お気軽にご相談ください！ 

はとぽっぽ 演芸のつどい 
 

喜多方市内をはじめ、山形県や会津管内から約

100 名の出演者が一堂に会し、歌や踊り、その

他さまざまな出し物を披露します。 

 

・3／26 (日) 開場/9：30 開演/10：00  

・喜多方プラザ小ホール   

・入場無料 

・問／ボランティアなつメロ会はとぽっぽ  

   ☎080-5559-0969（相澤） 

    または 080-1800-3350（詍高） 

 

 近年、少子高齢化や地域の過疎化が進み、住民の多種多様

なニーズや地域課題の解決には、住民の主体性が求められて

きています。その住民が主体的に行う活動（市民活動）を行

ううえで、これまで、地域の人々にとって身近な学習や交流

の場として大きな役割を果たしてきた公民館が中核的機能と

して期待されるのではないでしょうか。 

 この度、福島大学うつくしま未来支援センター特任准教授

天野和彦氏を講師にお迎えし、公民館の動きや課題を整理し

たうえで、これからの公民館のあり方や地域に果たす役割な

どを講演していただきます。講演後は 18 年の長きにわたり

喜多方市松山公民館長として地域発展に寄与された唐橋一郎

氏をお迎えし、天野氏との対談を行う予定です。 

 公民館関係者はもちろ

ん、興味のある方はどな

たでもご参加いただけま

す。これからの市民活動

と公民館について、一緒

に考えてみませんか！ 

 

日時 平成 29 年 

3 月 25 日（土） 

13：30～15：30 

会場 喜多方市厚生会館 

   第 3 研修室  

 

定員 40 名(事前申込み) 

 

申込締切 3/17(金) 

 

問合せ・お申込み 

  喜多方市市民活動 

  支援センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜喜多方市市民活動支援センター人材育成事業＞  

講演会 

「いま、公民館がやれること。 

やらなければならないこと。」 
  

第 4 回マジック発表会 
 

喜多方マジック愛好会と協賛団体の

会津マジック愛好会のメンバーが日

頃の練習の成果を発表します。 

 

・3／19 (日)  

開場/12：45 開演/13：00  

・喜多方プラザ第 2 会議室   

・入場無料 

・問／喜多方マジック愛好会 

   ☎0241-36-2021 

（樋口） 

 

平成 29 年 2 月 2 日（木）福島市市民会

館で「福島県 NPO のつどい」が開催されま

した。県内外から、NPO 法人をはじめ市民

活動団体、企業や行政など、NPO に関心の

ある方々100 名以上が集まりました。 

講演では、活動に必要な資金を集める際に 

いつの間にかかけている「心のブレーキ」に

ついてお話を聞かせていただきました。「寄 

付してください」、「お金ください」と言うと

きに、自分や相手、お金に対する思い込みを

変える！そして、目標に向かって進むことが

できるよう「心のアクセル」になってくれる

応援団(勇気づけてくれる存在・体験・言葉 

など)を持つ！ということを学んできました。 

事例紹介では「認定 NPO 法人パンダハウ 

スを育てる会」「NPO 法人つながっぺ南相

馬」の 2 団体がそれぞれの活動内容や資金

調達について発表しました。 

その後グループごとに団体紹介や課題・情

報の共有を行い交流を図りました。 

短い時間でしたが、得るものが多く、ぜひ

今後も続けてほしいと思いました。そして喜

多方からもたくさんの方々に参加していただ

き、県内の NPO をお互いに盛り上げていけ

ればと思います！ 
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～情報を募集しています～ 

 喜多方市市民活動支援センター広報紙・HP には市民活動団体の紹介や活動情報

などを掲載しています。情報掲載を希望する方は、直接事務局へお越しいただく

か、メール、FAX でも受け付けています。 

 広報紙の次回発行予定は 6 月です。情報掲載を希望の方は、5 月上旬までにご連

絡ください！皆さまからの情報をお待ちしています‼ 

喜多方市市民活動 

支援センター 

喜多方市市民活動支援センターは 
NPO 法人喜多方市民活動 

サポートネットワーク(さぽねっと) 

が運営をしています。 

さぽねっとでは会員を募集しています。 

詳しくは事務局まで‼ 

〒966-0806 
喜多方市字水上 6846 

喜多方市厚生会館内 
【 】0241-22-0603 
【E メール】info@shiencenter 

             -kitakata.jp 

【運営時間】8：30～17：00 

     （月～金曜日 ※祝日除く） 

～ みなさんへ一言 ～  
敷居の低い相談員であり、色々なところ
にコネクションをもつ、“地域のおばち
ゃん”というのを大切にしています。 

赤ちゃんの人形を使った救命講習会 

心が楽になる整理収納講座 
～全ては毎日を笑顔で過ごすため～ 

代表 ： 幸田 久美子 

喜多方市家庭教育支援チーム 

“ も も ” 

（☎0241-2４-33７８） 

   

各団体の詳細情報等はホーム 

ページに掲載してあります。 

ご覧ください！ 

喜多方市市民活動支援センター  検索 

 今年度第 2 回目の情報交

換会のテーマは『協働』。 

社会福祉士の熊谷まゆみ氏、 

まちなみ･蔵庭プロモーショ 

ン協議会の江花圭司氏、喜

多方市役所の渡部洋一氏を 

パネリストに、福島県文化振興課の大楽博史氏をオブザーバーにお

迎えし、市民活動と行政の協働についてそれぞれの立場からディス

カッションをしていただきました。後半はパネリスト・オブザーバ

ーを交えて、グループごとの意見交換を行い、団体間の交流を図る

とともに、積極的に質問などもして、協働の可能性について改めて

皆で考える機会となりました。今後もさまざまなテーマで情報交換

会を開催しますので、ぜひご参加ください。 

H29/2/18（土） 

13：30～15：30 

厚生会館第 3 研修室  

さぽねっとスタッフブログ 
 

 喜多方市民活動サポートネットワーク ブログ 

で検索してね♪ 

― どのような活動をしていますか 
 「家庭教育講座」「ももクラブ」「子育て何でも相談」を 3 つの柱
として活動しています。家庭教育講座では、子育てに必要な情報や
知識を提供していて、今年度最後の講座は、3 月 5 日(日)の「救急
対応講座」です(託児無料)。また、ももクラブでは、年に 3 回程楽
しい企画を行っていて、昨年 10 月には「秋のお散歩」と称して薬
草公園を散歩した後にお茶飲み会を、今年 1 月には「バザー＆バザ
ー」と称して絵本や洋服をかえっこしながらお茶のみ会を行いまし
た。そして、子育て相談では、人生経験豊かな“もも”のおばちゃ
んたちと話すことで、少しで 
も不安や心配事が軽減され元 
気を取り戻すお手伝いができ 
ればとの思いで活動していま 
す。秘密は厳守で、託児付き 
の相談や電話での相談も受付 
ています。今後は、私達の情 
報が届きにくい保護者に対し 
ての工夫を重ねていきたいと 
考えています。 
  

  

― 団体について教えてください 
 子育て中の保護者の皆さんを支援する活動を行っている団体です。
平成 20 年に文部科学省からの委託事業で喜多方市から委嘱を受け支
援活動に携わりました。その事業が 2 年で打ち切りになるとき、「や
めるわけにはいかない」との思いから 3 人が活動継続を決心し、新た
にチーム“もも”を立ち上げました。発足して 7 年、現在 8 人で活動
しています。家庭、地域、学校が協力して子育てすることを目的にし
た、地域サイドの子育て応援団です。 


